
平成２２年度 松本大学 自己点検・評価報告書（抜粋） 

 

 はじめに 

［自己点検・評価報告書の項目の整備と内容の充実］ 

 2010 年度の松本大学オリジナル版の自己点検・評価報告書が出来上がってきました。ここ数年間、

試行錯誤を繰り返しながら、ＰＤＣＡサイクルに沿った報告書としての体裁を確立するのに力を注い

できました。 

 昨年度の報告書の段階でも、評価項目の検討を含めかなり整備されておりましたが、今年度はこの

点がさらに進められ、ますます完備されてきております。 

 委員長、センター長、課長などの執筆担当者も、昨年度の報告書を他の部署の報告内容とも比較し

ながら眺める中で、統一的な記述を心がけるようになってきており、内容面・形式面でも一層充実し

てきているように思われます。 

 

［並行した２つのレポートの早期の発刊］ 

 この自己点検・評価報告書と並行して、教職員の諸活動に関する「アニュアル・レポート」（地域

総合研究誌の Part２として公表されている）や 2010 年度に初めて刊行された「学生版アニュアル・レ

ポート」が発刊されています。これら２つのレポートは、自己点検・評価のＰＤＣＡサイクルにおい

ては、「Ｄ」の部分を詳細にまとめたものになっていると位置付けられています。２つのレポート執

筆に責任を負うのは各教職員ですが、これが 12 月に最初の原稿締め切り日を設定するなどの工夫を凝

らして、年度明けのかなり早い時期に原稿を揃えることが出来るようになってきています。 

 

［報告書執筆のルーチン化の好影響］ 

 自己点検・評価報告書の執筆担当者の多くは、各自が責任を持つ分野において、「一方で２つのレ

ポートをまとめるという作業を行いながら、その結果を参考にして点検・評価を実施している」とい

う流れが定着しつつあります。各教員が先行する２つのレポート制作とそれに引き続く報告書作成と

いうように、ルーチン化が進んだ結果として、報告書の発行までの時間が短縮されるようにもなって

きています。 

 

 後はこの自己点検・評価報告書に沿って、「教育改善や学生支援への対応」さらには「大学運営の

改革」等が、各分野の責任者（主に執筆者でもある）とそれを支える教職員の奮闘によって、「Ａ」

（アクションプラン）通りに一層進展することを期待するのみです。 

 

                           2011 年 9 月 30 日 

                                      松本大学／松本大学松商短期大学部 

                                                                     学長代行  住 吉 廣 行 



１．松本大学 

 

１： 教育関係 

（１）人事関係  

１）教職員の採用 

人間健康学部健康栄養学科      専任講師 1名   助手 1名 

スポーツ健康学科      教授   1名 

 ２）昇進人事 

   総合経営学部観光ホスピタリティ学科 専任講師→准教授 1名 

(２) カリキュラム改革への取組 

 １）総合経営学部 

  ①総合経営学科 

産業カウンセラー受験資格取得の指導科目の変更に備えて、次年度入学生から関連科目を改 

訂することを確認した。 

②観光ホスピタリティ学科 

   本学の教育理念である「地域貢献」に基づき、専門発展科目「地域と住民」分野に特色を持 

たせる科目配置をする方向を検討した。 

③学部全体 

 教養科目の科目群についての見直しに着手した。 

 ２）人間健康学部 

  完成年度を迎え、次年度以降のカリキュラム改訂についての本格的な検討に入った。 

  ①健康栄養学科 

      完成年度後一年間は、現行カリキュラムを運用することとした。但し平成20年度入学生（平 

成22年度２年次生）から管理栄養士の受験を志望しない学生のために、専門必修科目の一部を 

選択科目に変更することを検討し、平成23年度からの改訂を確認した。 

②スポーツ健康学科 

 完成年度後の平成23年度に大幅なカリキュラム改訂を行う予定で、専門科目間の関連性を見 

直し、科目の統合、新設の具体的な検討を進めた。 

③学部全体 

 教養科目群の充実を図る必要性を確認し、見直しに着手した。 

(３) 資格取得 

１） 資格取得状況   

総合経営学科…ITパスポート 6名合格 

観光ホスピタリティ学科…社会福祉士 2 名合格 

総合旅行業務取扱管理者国家試験  0 名 

国内旅行業務取扱管理者      3 名合格 

スポーツ健康学科…健康運動指導士 １名合格（震災により東京会場での試験延期のため） 

健康運動実践指導者 28 名合格 

第一種衛生管理者 40 名取得 

健康栄養学科…管理栄養士国家試験 44 名合格   フードスペシャリスト 65 名合格 

その他簿記、情報関係資格 多数合格 



２) 教職免許取得 

・免許取得者 

 高等学校教諭一種免許状取得 38名 

「公民」2名 ｢地理歴史」2名 ｢福祉」3名 ｢情報」2名 ｢商業」2名 ｢保健体育」27名  

 中学校教諭一種免許状取得  30名     「保健体育」27名 「社会」3名 

 養護教諭一種免許状取得    4名 

 栄養教諭一種免許状取得   20名 

・教職資格により就職した学生（非常勤、嘱託も含む） 

高等学校教諭： 「保健体育」1名      「福祉」1名        「理科助手」2名 

中学校教諭：  「社会」1 名       「保健体育」１名 

小学校教諭：  「進路指導支援員」1 名  「生徒会指導嘱託員」1 名 

養護教諭：   「養護助教諭」1 名 

  栄養教諭：   「栄養職員」1 名     「臨時学校栄養職員」1 名 

（４) 入学前教育 

１）人間健康学部入学者に対し、入学前の基礎教育指導を通信教育で行った。 

 ２）全学の新入生に対し、カウンセリングを含め３度のガイダンスを行った。 

 

２： 研究関係 

（１）外部補助金 

１）科学研究費補助金を受けている教員６名(内新規２名)。 

科学研究費補助金共同研究者は５名が登録された。 

２）文部科学省の「地域共同研究支援」が本年よりなくなった。 

３）人間健康学部健康栄養学科で学外企業から８件の研究費を受託した。 

（２) 学内研究助成 

１）学術研究助成 総合経営学部総合経営学科 ４件 

人間健康学部健康栄養学科 12件  スポーツ健康学科 7件 

松商短期大学部商学科   ２件 

２）「地域共同研究費」は本年度から学内での地域総合研究助成となった。 

         総合経営学部総合経営学科 ３件  観光ホスピタリティ学科 ３件 

人間健康学部健康栄養学科 ２件  スポーツ健康学科    ５件 

松商短期大学部商学科   １件 

（３）研究発表 

 １）本学研究誌論文発表  

「松本大学教育紀要」第９号 論文11編  研究ノート１編 

   「地域総合研究」第11号   論文10編  研究ノート１編 

 ２）学内研究報告会 

   第4回健康栄養学科研究報告会実施（H23.3.14）（要旨集作成） 

 

３： 教育関係の外部資金（GP関係ほか） 

（１）GP  

 １）文部科学省の大学教育推進プログラム【テーマＡ】に「食の課題解決に向けた質の高い学士の



教育―地域の食に関する課題解決への意欲と実践的能力を有する食の専門家の育成―」 

（21年度採択） 

２）文部科学省学生支援GP【テーマＢ】に「大学全体が取り組む就職活動の支援を目指して」 

（21年度採択） 

３）昨年に引き続き実施した、文部科学省「新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム（学

生支援GP）若者の地元定着につなげる地域活動の支援－地域まるごとキャンパス｢地域づくり考

房『ゆめ』の実践－」の地域づくり考房「ゆめ」の活動拠点を松本駅西口の分室からジャスコ東

町店１階へ移し活動を続けた。(20年度採択) 

（２）私学事業団 

１）「地域における社会貢献事業支援」 

  地域貢献 ４件（内３件新規）  学生と地域 10件（内３件新規） 

２）「新規学習ニーズ対応プログラム支援」     １件（継続） 

（３）その他 

１）障害者自立支援対策特別対策事業（長野県）  ２件 

２）「ひらめき☆ときめきサイエンス」（独立行政法人 日本学術振興会） １件 

３）一般向け啓蒙事業助成（日本フードスペシャリスト協会） 

  

４： 第三者評価 

 日本高等教育評価機構より適格認定（3/20）されたた内容を報告書としてまとめ、広く一般に公表

した。 

  

５： 大学院計画 

平成23年4月開学を目指して申請業務に着手。 

 

６： 委託事業 

各自治体、団体、企業等と15件の協定を結ぶ。 

 

７： 卒業時の顕彰 

赤羽賞   総合経営学部観光ホスピタリティ学科 １名 

人間健康学部スポーツ健康学科     1名 

８： 進路 

・就職内定率（22年度） 

総合経営学部総合経営学科        82.5％        (66/80) 

      観光ホスピタリティ学科   86.8％        （66/76） 

人間健康学部健康栄養学科        98.4％        (63/64) 

      スポーツ健康学科      93.1％        （67/72） 

就職未決定者に対しては、卒業後も就職指導・斡旋を継続することを全学で確認。 

・大学院進学（22年度） 

  総合経営学部         １名   神戸大学大学院／国際協力研究科 

  人間健康学部健康栄養学科   ４名   名古屋市立大学大学院／医学研究科 

松本大学大学院／健康科学研究科２ 



                      静岡県立大学大学院（研究生） 

        スポーツ健康学科 ５名   順天堂大学大学院／スポーツ科学研究科 

 上越教育大学大学院／生活・健康系コース２ 

                      信州大学大学院／医学系研究科 

松本大学大学院／健康科学研究科 

 

９： 出版関係 

・書籍『公民館で地域がよみがえる』出版 

・『アクセシブル・ツーリズム ガイドブック ｉｎ 台北』出版 

・DVD「ネモケンのエクササイズ」作成 

・スポーツ健康学科卒業論文集 作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．松商短期大学部 

 

１： 教育関係  

（１）昇進人事（4/1 発令） 

   商学科    １名  専任講師→准教授  

   経営情報学科 １名  専任講師→准教授 

（２）カリキュラム関係  

 １）フィールド・ユニットの検討を開始した。 

  ・ホームヘルパーは松本大学の教員の協力の下、新体制で開始した。 

  ・ファッションビジネス・フィールドについては、23年度開設に向けて準備した。 

 ２）金融関係就職のための金融スペシャリスト・プログラムについて検討した。 

  

２： 研究関係   

（１）助成金 

１）科学研究費補助金若手研究(B) １名採択された。 

２）文部科学省の「地域共同研究支援事業」に１件採択された。 

３）２名の教員の「学術研究助成費」への申請が採択された。 

（２）研究発表 

 １）論文等発表 

   「松本大学研究紀要」第9号 論文２編（２名） 

   「地域総合研究」第11号   論文３編（４名） 

 

３： 教育に関する外部資金（ＧＰ関係等） 

（１）ＧＰ 

１）21年度採択文部科学省教育ＧＰ【テーマA】「メモ力育成を核とした単位制度実質化の取組」

継続。 

２）21年度採択文部科学省教育ＧＰ【テーマB】「産学連携・卒業生連携と就職ゼミによる支援体

制の強化を目指して」継続。 

３）20年度文部科学省「新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム」に採択された学生支

援ＧＰ「元気なキャンパスをつくり出す仕掛けの創出」の事業を引き続き実施。 

（２）私学事業団 
１）「教育・学習方法改善支援」１件   

２）文部科学省の「地域における社会貢献事業支援」 

  地域貢献 ４件（内３件新規）  学生と地域 ３件（内２件新規） 

 

４： 第三者評価について   

平成22年11月30日付で「平成21年度第三者評価適格認定自己点検・評価報告書」を作成し、（財）

短期大学基準協会へ送付した。 

 

５： 資格取得 

  ＴＯＥＩＣ 600点以上   1名 

  ＩＴパスポート国家試験  1名合格 



    日商簿記検定２級     14名合格 

 

６： 卒業時の顕彰   

  上野賞 １名               赤羽賞  １名 

 

７： 就職内定率（22年度）   

  短期大学部 88.8％       （191/215） 

  内定していない学生に対しては、卒業後も就職指導を行うことを全学で確認。 

 

８： 施設関係 

７号館完成に伴って、130教室、128教室、223教室を新たに開設した。 


